
路線バスの現状について
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資料１



路線バスの課題

■ 運転士不足
・ 全国的に深刻な状況で、廃止・減便が相次いでいる
・ 本市でも同様であり、一畑バスが本年8月14日以降、市営

バスが10月1日以降、一部路線で減便を実施

■ 2024年問題
・ 2024年4月、バス運転士の労働時間にかかる「新改善基

準告示」が施行（運転士に係る拘束時間の短縮、休息時
間の延長など勤務条件の改善措置が発効）

・ 運転士の増員がなければ、既存の路線・ダイヤの運行は困

難。目下人材難のため、路線・ダイヤの見直しが必要
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路線バスの課題

■ 「地域公共交通計画(仮称)」での位置づけ整理
・ 本市が2023年度中に策定予定の「松江市地域公共交通

計画(仮称)」に、路線バスの役割を位置づけ整合を図る

■ 乗降データ分析等による運行の効率化
・ 2021年4月、ICカードによるバス料金決済を導入（2023年

9月末普及率：市営バス54.6％）

運転士不足、2024年問題への対応のため、2024年4月
以降、市内路線バスの路線・ダイヤの見直しが必要
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2024年4月～
市営バス路線ダイヤ見直し

（素案）

松江市交通局
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基本コンセプト

① 持続可能な運行の実現
・ 現状の運転士不足は、2024年問題により更に厳しい状況になることを

踏まえ、安全かつ安定的な運行ができるようにする

② 分かりやすさ
・ 利用者にとって分かりやすい路線系統に集約・統合

（バス事業者の窓口や運転士の負担軽減にも寄与）

③ 効率的な運行
・ 交通系ICカード等のデータを活用し利用実態に応じた運行
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基本コンセプト

④ 安全な運行

・ 狭隘箇所等、リスクの高い箇所の運行頻度を下げる

狭隘箇所等での運行が困難な背景（例）
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■ 乗用車の横幅が年々拡大し、すれ違いが困難に
（1500～1600mmだった乗用車が、1700～1800mmに）

■ 大雪が降ると、除雪作業が困難なため運行に支障
（雪を掻いて両側に寄せると、家への出入り等に支障）

■ 市民からの苦情
（バスのエンジン音、振動などに対する苦情）
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現在、精査中
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現在、精査中



9

現在、精査中



2024年4月～ 市営バスのダイヤについて

• 本局では、10月1日に減便を実施したところ

• 2024年4月以降のダイヤについては、運転士の

充足状況を見極め、交通系ICカードの乗降デー

タ等を活用しながら引き続き検討
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1人役減らそうとすると

およそ10便程度の減便が必要
安定的な運行のため、10人役を確保するためには

およそ100便の減便（全体の約25％）

市が介入し、一畑と交通局の
ダイヤ調整など行う必要



路線バス利便性向上に向けた取り組み（案）

■ 金額式定期の導入（2024年3月予定）

①2021年以降導入した事業者への聞き取り結果
・利便性向上により定期購入者が増加、運転士、窓口の負担軽減効果

②定期割引率の見直し検討
・一般４０％⇒３０％【例：松江駅～市役所前の一カ月定期 現行7,560円⇒8,820円】

＊金額式定期とは… 同一運賃区間であれば路線・ルートを問わず、乗車可能な定期券

区間定期

松江駅 ↔ 市役所前

11月１日から

2023.11.30まで

大人210円区間

11月１日から

2023.11.30まで

金額式定期
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